
2025年8月 

JIS Ｚ 3410 (ISO 14731) / WES 8103による 

２０２５年度 後期 溶接管理技術者 再認証審査についてのお知らせ 

一般社団法人 日本溶接協会 溶接管理技術者評価委員会 

 

溶接管理技術者は、認証後５ヶ年を経過する前に再認証審査を受けなければなりません。再認証審査は原則、

再認証審査申請書（電子申請）に基づく①書類審査を行った上、別表記載の各地で開催する②評価試験（ガイ

ダンス、問題演習及び筆記試験）により実施いたします。 

 

 

＜実施要領＞ 

１．再認証の対象者 

認証取得（登録）から５年目（サーベイランスを受けて３年目）を迎える、下記の認証者が対象となります。 

認証等級 有効期限： 2026年2月28日 有効期限： 2026年8月31日 

特別級 

ＳＲ０３７１３ ～ ＳＲ０６３５８ ＳＳ００７２７ ～ ＳＳ０１１１６ 

Ｓ００００３２ ～ Ｓ０００１４９ ＳＳ０１８１６ ～ ＳＳ０１８９６ 

Ｓ０５００２７ ～ Ｓ０５００７１ ＳＳ０３９３８ ～ ＳＳ０４１４４ 

Ｓ１０００１５ ～ Ｓ１０００２４ ＳＳ０４９８１ ～ ＳＳ０５０９２ 

Ｓ１５００１４ ～ Ｓ１５００２０ ＳＳ０６３９１ ～ ＳＳ０６４９５ 

Ｓ２００００１ ～ Ｓ２０００２１   ＳＳ０７７８３ ～ ＳＳ０８０１２ 

   Ｓ０１０００１ ～ Ｓ０１００１４ 

 Ｓ０６０００１ ～ Ｓ０６００１１ 

 Ｓ１１０００１ ～ Ｓ１１００１６ 

 Ｓ１６０００１ ～ Ｓ１６００２２ 

 Ｓ２１０００１ ～ Ｓ２１００２３ 

１ 級 

１Ｒ００６０４ ～ １Ｒ０６３８６ １Ｓ００７２７ ～ １Ｓ０１１１６ 

１０００１５０ ～ １０００４２７ １Ｓ０１８１６ ～ １Ｓ０１８９６ 

１０５０１７２ ～ １０５０３４１ １Ｓ０３９３８ ～ １Ｓ０４１４４ 

１１００２１２ ～ １１００４４２ １Ｓ０４９８１ ～ １Ｓ０５０９２ 

１１５０１７６ ～ １１５０４９９ １Ｓ０６３９１ ～ １Ｓ０６４９５ 

１２００００１ ～ １２００２０６ １Ｓ０７７８３ ～ １Ｓ０８０１２ 

  １０１０００１ ～ １０１０１４８ 

 １０６０００１ ～ １０６０２１０ 

 １１１０００１ ～ １１１０１５４ 

 １１６０００１ ～ １１６０２２９ 

 １２１０００２ ～ １２１０１６９ 

２ 級 

２Ｒ００４７８ ～ ２Ｒ２４８１６ ２Ｓ０２８７１ ～ ２Ｓ０３６１６ 

２０００６３３ ～ ２００１３０４ ２Ｓ１３４２０ ～ ２Ｓ１４７１８ 

２０５０８０１ ～ ２０５０９９９ ２Ｓ１８２８０ ～ ２Ｓ１８７４９ 

２０５１０００ ～ ２０５１４６８  ２Ｓ２４８１８ ～ ２Ｓ２５７６２ 

２１００６０９ ～ ２１０１５１２ ２Ｓ３０３５３ ～ ２Ｓ３０９１３ 

２１５０５６６ ～ ２１５１４６４ ２０１０００１ ～ ２０１０５６０ 

２２００００１ ～ ２２００８７１ ２０６０００１ ～ ２０６０４７３ 

 ２１１０００１ ～ ２１１０５２２ 

 ２１６０００１ ～ ２１６０７２６ 

 ２２１０００１ ～ ２２１０５７０ 

審査の機会 

（次頁参照） 

2025年9～11月（今回が最後の案内となります。必ず 

受審してください。） 
2025年9～11月(今回)又は2026年4～6月(次回：予定)の

どちらかとなります。 

 

２．再認証審査の内容 

再認証審査は、①書類審査と②評価試験により実施します。なお、必要と認められた場合には、二次審査が行なわ

れることもあります。 

※ 評価試験会場では、パソコン、タブレット、腕時計型端末等の電子機器類の使用は禁止しております。 

筆記試験中は、必ず電源をお切りください。また、時計として使用することもできません。 



※ 試験中以外でも、会場内での写真撮影、録音、動画撮影は禁止しております。 

※ 本人確認のため、身分証明の提示を求めることがあります。溶接管理技術者の適格性証明書あるいは顔写真付きの身分証明書 

を必ずご持参ください。 

 

 

３．審査の機会 

１年間に２回（原則として4～6月及び9～11月）実施する再認証審査の内、どちらかの機会で再認証審査を受けなけれ

ばなりません。 

3.1：有効期限が2026年2月28日までの方 : 今回で受審をされませんと有効期限が切れ、失効となります。 

3.2：有効期限が2026年8月31日までの方 : 今回、又は次回の再認証審査（2026年4～6月実施予定分）で受審して 

ください。次回のご案内は2026年3月頃の予定です。 

3.3：再認証審査では会場審査と併用して在宅審査を導入しております。在宅審査への申込みや実施方法の詳細は 

別紙『2025年度後期 再認証審査 在宅審査 実施要領』をご覧ください。また、会場審査へ申し込んだ 

場合も、行政の要請により、直前でも在宅審査へご変更いただく可能性がございます。変更の場合には 

当協会ホームページに掲載し、e-Weld に登録されているメールアドレスにメールを送りますので、 

適宜ご確認願います（変更がない場合の通知はありません）。 

 

４．評価試験について 

4.1：評価試験の内容（評価試験は次の3項目で構成されます。） 

（１）ガイダンス［溶接品質マネジメントの国際化動向、最近の溶接技術の進展、溶接規格の改訂動向、 

溶接構造物のトピックス等の紹介及び解説］ 

（２）問題演習とその解説（１級及び２級を対象） 

（３）筆記試験 

4.2：筆記試験の概要（詳細は当日説明いたしますが、次の点を予めご確認願います。） 

（１）全等級で参考図書の持ち込み、閲覧を認めます。（当日配付する「演習問題集＜２級・１級＞」は除く。） 

（２）特別級は、溶接に関するテーマ（例えば、溶接管理技術者の職務にて経験された成功例・失敗例・事故例など）

で、レポート（小論文形式：4枚分）を直筆にて記述して提出してください。パソコン等の電子機器の持ち

込み、使用は認めません。また、小論文を意識した記述をしてください（背景、問題提起、詳細説明、理論的

根拠、考察、対論、結論、提案などが順序立てて明解に、文章によって記述されていること。図・表・イラストなどは説

明のための補助的なものとし、事前に用意された図表などの貼付は認めません）。試験時間は２時間。 

（３）１級は、記述式の筆記試験を行います。問題数は４題、試験時間は１時間。 

（４）２級は、解答選択式の筆記試験を行います。問題数は10題、試験時間は１時間。 

4.3：教材  

評価試験の当日、「溶接施工管理技術の進歩」、「溶接管理技術者 再認証 参考資料」、「演習問題集＜２

級・１級＞」（全てA4版）を配付いたします。持参の必要な教材はございませんが、筆記試験用に参考図書を

持ち込んでも構いません。但し、試験中は電子教材の閲覧はできません（電子機器類は会場内では使用禁止）。 

4.4：定員 

各審査会場の収容可能人数となり、先着順での受付となります。定員を超過した場合には他の審査会場、 

他時期に回っていただくこともございますので、有効期限の迫った方は、お早めにお申し込みください。 

4.5：受審票の送付 

受審票は書類審査終了後、9月上旬より順次郵送にて発送を開始し、受審日の1週間前までにはお届けします。

受審日1週間前でも届かない場合は、当協会までご連絡ください。受審票は申込み時入力された住所へ受審者

本人宛に送付いたします。当日は受審票、筆記用具、顔写真付きの身分証明書を必ずご持参ください。 

4.6：実施時間 

  9時30分 ～ 17時00分頃 



※ 会場では原則、時計の準備がございません。試験中に時間の確認が必要な方は腕時計等をご持参ください。但し、 

スマートウォッチ、スマートフォン、携帯電話、パソコン、タブレット等の電子機器での時間確認はできません。 

 

4.7：評価試験会場及び実施日 

審査会場及び実施日は次頁日程表の通りです。申込み時にご希望の会場・日程をご選択ください。 

※「等級」欄に、★印の付いている受審日は「特別級・１級」と「２級」に部屋を分けてガイダンスを実施いたします。 

 筆記試験は全日程で同様の形式で行います。 

受審地 ｺｰﾄﾞ 等級 受審日 審 査 会 場 

札 幌 A 全等級 10 月 21 日(火) 札幌商工会議所（札幌市中央区） 

仙 台 B 全等級 1 1 月  6 日 (木 ) ハーネル仙台（仙台市青葉区本町） 

千 葉 C 全等級  9 月 30 日(火) ペリエホール（千葉市中央区新千葉） 

千 葉 D 全等級 10 月 29 日(水) ペリエホール（千葉市中央区新千葉） 

東 京 E ★ 1 0 月  9 日 (木 ) TKP 新橋カンファレンスセンター（千代田区内幸町） 

東 京 F ★ 10 月 28 日(火) TKP 新橋カンファレンスセンター（千代田区内幸町） 

東 京 G ★ 1 1 月  6 日 (木 ) TKP 新橋カンファレンスセンター（千代田区内幸町） 

横 浜 H ★ 10 月 17 日(金) ビジョンセンター横浜（西口）（横浜市西区北幸） 

横 浜 I ★ 10 月 23 日(木) ビジョンセンター横浜（西口）（横浜市西区北幸） 

金 沢 J 全等級 10 月 15 日(水) TKP ガーデンシティ PREMIUM 金沢駅西口（金沢市広岡） 

名古屋 K ★ 10 月 30 日(木) 名古屋サンスカイルーム（名古屋市中区錦） 

大 阪 L ★  9 月 29 日(月) 新大阪丸ビル別館（大阪市東淀川区東中島） 

大 阪 M ★ 10 月 15 日(水) 新大阪丸ビル別館（大阪市東淀川区東中島） 

大 阪 N ★ 1 1 月  7 日 (金 ) 新大阪丸ビル別館（大阪市東淀川区東中島） 

岡 山 O ★ 1 0 月  8 日 (水 ) 岡山コンベンションセンター（岡山市北区駅元町） 

広 島 P ★ 10 月 24 日(金) TKP ガーデンシティ広島駅前大橋（広島市南区京橋町） 

松 山 Q 全等級 10 月 30 日(木) 四国ろうきん松山ビル（松山市宮田町） 

福 岡 R ★ 10 月 21 日(火) 福岡県中小企業振興センター（福岡市博多区吉塚本町） 

福 岡 S 全等級 10 月 28 日(火) 福岡県中小企業振興センター（福岡市博多区吉塚本町） 

在 宅 T 全等級 10 月 15 日(水) ※ 詳細については別紙『2025 年度後期 再認証審査 在宅審査 実施要領』をご覧ください 

 

５．再認証審査の申込みについて 

・溶接管理技術者の各種申込みは WEB 申込みに切り替わりました。『再認証審査申込みの手続き』の会場選択

画面にて空席状況をご確認いただき、お申込みください。WEB 申込みには当協会ホームページからマイペー

ジを作成する必要があります。詳細は下記 URL をご確認願います。 

※溶接管理技術者版 WEB 申込み（WE 版 e-Weld） URL https://www.jwes.or.jp/e-weld/we/ 

・紙の申請書は送付いたしません。また、WEB 申込みの代行申請は対応しておりません。パソコン、タブレッ

ト、スマートフォンなどからお申込みください。 

・ お申込みには顔写真データが必要となります。正面肩から上、帽子やマスクを外し、白か淡い単色無地の背

景で、鮮明な証明写真用データをお使いください。写真が不適切な場合、受審票は発行されません。 

・ 身体的障害等による理由から、受審に不安のある方は事前に事務局までご連絡ください。 

5.1 受審料（税込料金、消費税：10％、教材費を含む） 

再認証審査受審料（全等級共通） ：29,700円［税抜金額：27,000円、消費税額（10％）：2,700円］ 

5.2 お支払い方法 

・ WEB 申込みの際に「クレジット払い」あるいは「コンビニ払い」を選択いただきます。 

クレジット払い： 申込時に自動決済されます。 

コンビニ払い ： 申込後、1週間以内にご指定いただいたコンビニでお支払いください。期限内のお支払

いがない場合、お申込みは自動的にキャンセルとなります。 

https://www.jwes.or.jp/e-weld/we/


・ インボイス対応領収書は、WEB 申込みを行ったマイページの『領収証の発行』からダウンロードすることが

できます。 

・ WEB 申込みは個人マイページの場合は登録者のみの申込みとなりますが、勤務先管理マイページからの申込

みの場合は、複数名の申込みが可能となります。ただし、受審料の支払い及びインボイス対応領収書は申込み

単位ごととなります 

5.3 申込み受付期間 

2025年8月6日~ 2025年8月28日 

（当協会の WEB 申込みシステム：溶接管理技術者版 e-Weld から） 

5.4 申込みに関する問合せ先 

   〒101-0025 東京都千代田区神田佐久間町4-20（TEL:03-5823-6325〈事業部〉） 

     一般社団法人日本溶接協会 溶接管理技術者 再認証審査事務局 
 

６．申込みの取り消しについて 

・ 5.3に規定される受付期間内であれば、申込み担当者自身で申込みの取消しが可能です。受付期間を過ぎて以

降、対象審査日の2週間前までに取消しをご希望の場合は、5.4の問合せ先まで電話連絡をしてください。手数

料として受審料の5%（税込）を差引き、受審料を返金いたします。これ以降は返金いたしません。返金に際

しましては事務処理の都合上、お時間をいただきます。予めご了承ください。 

・ 2025年度後期日程から2026年度前期日程へ変更することはできません。予めご了承願います。 
 

７．審査結果の通知 

再認証審査の合否は、2025年12月下旬に受審票と同じ送付先へ郵送およびマイページにて通知いたします。 
 

８．再認証登録手続きと新しい適格性証明書の交付 

8.1：合格者は、登録手続きを行う必要があります。WEB 申込みを行ったマイページよりお手続きください。登録

費用は 19,800 円(消費税 10 ％を含む)です。登録手続きが行われないと、資格は更新されず、新しい適格性証

明書も交付されません。なお、インボイス対応電子領収書は再認証受審料と同様に WEB 申込みを行ったマ

イページの『領収証の発行』からダウンロードすることができます。 

8.2：締切日までに登録手続きが行われた場合、新しい適格性証明書は、現有する証明書の有効期限の約１週間

前に交付します。 

2026 年 2 月 28 日が有効期限：2026 年 2 月末頃のお届け 

2026 年 8 月 31 日が有効期限：2026 年 8 月末頃のお届け 

★クレジット・システムのご案内 

この制度は再認証審査の内、評価試験（ガイダンス、問題演習及び筆記試験）を免除（クレジット・システムで代替）するものです。

登録期間中の過去5年間（60か月）において、溶接管理技術者に要求される技術分野に関した文筆活動や講演会、シンポジウム

への参加などにより、クレジット・ポイントを36ポイント以上獲得したことが証明できる場合に限定しております。ポイント

換算の詳細は別紙、「溶接管理技術者の再認証についてのクレジット・システム」をご参照ください。クレジット・システムの

適否については、厳格で適正な審査を行います。 

   クレジット・システム審査 申込締切日 ： 8月26日（火）  

   ・ 上記締切日を過ぎると5.3に規定される受付期間内であってもクレジット・システムへの申込みはできなくなります。 

・ ご作成いただいたマイページの再認証審査申込み画面でクレジット・システム審査を選択し、3年間の職務経歴とクレ

ジット・ポイントを登録してお申込みください。 

・ クレジット・システム審査申請者も、再認証審査受審料をお支払いください。 

・ クレジット・システムの審査結果(受審票)は、9月中旬に郵送いたします。 

 

★ＣＰＤＳ等の制度について 

CPDS 等の制度の活用を希望される場合、再認証審査を受審後、必要書類を作成の上、溶接管理技術者 再認証審査事務局まで 

返信用封筒を同封してお送りください。事務処理にお時間をいただく場合がございます。ご了承ください。 



2025 年 8 月 

 

 2025 年度後期 再認証審査 在宅審査 実施要領  

 

2025 年度後期の再認証審査において、在宅受審を希望する場合、以下の内容に同意の上、期日を厳守

し行うこと。 

 

１．在宅審査の対象者は、2025 年度後期 再認証審査の対象者とする。    

２．在宅審査は必ず指定された再認証審査日（10 月 15 日）に自宅で実施する。 

  ※自習形式となり、ウェブセミナーなどの配信はないため、パソコンの用意は不要。 

３．資料は在宅審査日までに再認証審査申請書に記載された自宅住所へ郵送する。宅配業者の再送期限

までに受け取れなかった場合や審査資料の返信がなかった場合、在宅での再認証審査は欠席となる。 

  ※ 資料は、案内等の送付先を勤務先にしている場合も自宅住所へ郵送する（勤務先への変更不可）。 

４．在宅審査用として以下の資料を郵送する。 

 ・溶接管理技術者 2025 年度後期 再認証審査 在宅審査について（ご案内資料） 

・再認証審査テキスト A『溶接施工管理技術の進歩』（赤色の冊子） 

・再認証審査テキスト B『溶接管理技術者 再認証審査 参考資料』（オレンジ色の冊子） 

・再認証審査テキスト C『溶接管理技術者 再認証 演習問題集 < 2 級・1 級 > 』（白色の冊子） 

・溶接管理技術者 再認証審査 試験問題・解答用紙 

・溶接管理技術者 在宅審査報告用紙 

・返信用封筒（レターパックライト） 

５．ガイダンスの振替として、自宅にて各自で『溶接施工管理技術の進歩』を通読し、指定された節の中

から選択した１節と各自で自由に選定した１節の計 2 か所の記載内容の考察を在宅審査申請書のレポ

ート作成枠（各 A4：18 行）の 70％（12 行）以上を目安として直筆で記述する。【推奨時間：レポート

作成時間含め 4.5 時間】 

６．特別級の試験（小論文作成）は、問題・解答用紙の表紙に記載された注意事項を遵守し、自宅にて

120 分以内で直筆にて記述する。 

７．1 級及び 2 級の問題演習は、各自、自宅での演習問題集の自習とする。【推奨時間：1 時間】 

８．1 級及び 2 級の筆記試験は、問題・解答用紙の表紙に記載された注意事項を遵守し、自宅にて 60 分

以内で直筆にて解答する。また、受審票に記載されている適格性証明書番号と受審番号を在宅審査報

告書と試験問題・解答用紙の各欄に記入する。 

９．再認証審査設定日で設定された下表の審査資料返送日までに以下の①と②を同封の返信用封筒 

（レターパックライト）にて溶接管理技術者再認証審査事務局へ送付する。 

  ① 溶接管理技術者 在宅審査報告用紙 

   ② 試験問題・解答用紙 

10．在宅審査は下記日程にて実施する（受審地、コード、受審日を再認証審査申請書に記載する）。 

受審地 コード 受審日 審査資料発送日 審査資料返送日≪必着≫ 

在宅 T 10 月 15 日 10 月 9 日 10 月 21 日 

※受審票は書類審査終了後、9 月上旬より受審日の 2 週間前を目安に発送を開始。 

 

【本件に関する問い合わせ先・返送先】 

  〒101-0025 東京都千代田区神田佐久間町 4-20 

   一般社団法人日本溶接協会 溶接管理技術者再認証審査事務局  ℡：03-5823-6325 
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2025年度後期 

 

 

溶接管理技術者の再認証におけるクレジット・システム 
 

 

再認証申請時期をさかのぼる 5年（60ヶ月）間に、下表に示す実績があり、その実績を下表にしたがって換算し

たポイントが合計 36ポイント以上となることを証明できる者は、WES 8103の 10 d）に基づき、その実績を再

認証審査における評価試験の代替とすることができる。これをクレジット・システムと呼び、詳細を以下に規定

する。 

 

1) 適用：WES 8103による溶接管理技術者に適用する。 

2) 申請：クレジット・システムの適用を希望する申請者は、WEB申込みによる再認証審査申請の際、次項で定める

ポイントの証明書類を提出しなければならない。 

3) ポイントの証明書類： 

（ⅰ）研修会、講習会、研究委員会、検討会、学術発表会、見学会等への出席または発表（論文提出）、および講師や

座長を務めた実績に対しては、主催組織を代表する者による証明書。 

（ⅱ）刊行物への執筆、投稿、出版に対しては、著述を証明する印刷物等のコピー。 

（ⅲ）コンサルタント業務に対しては、受託業務内容と従事した時間の記載された業務委託先責任者による証明書。 

4) 審査および結果の通知： 

溶接管理技術者認証委員会より委任された再認証小委員会は、提出された書類を審査し、必要に応じて、電話、面

談等による確認を行い、評価試験代替の妥当性を審査し、その結果を申請者に通知する。 

5) 異議申し立て： 

前項の審査結果に異議のある者は、その理由を付した上、異議を申請することができる。これらの要領については、

要員認証管理委員会発行の品質マニュアルに定めるところによる。 

 

表：クレジット・システムにおける実績とポイント 

区分 実績 ポイント 

1. 

溶接および関連する技術注１）に関する学・協会（支部を含む）および教育・研究機

関等が主催する会合（研修会、講習会、研究委員会、検討会、学術発表会、見学会、

等）注２）における講師または座長としての活動 

１時間注３）あたり３ 

2. 
溶接および関連する団体の発行する書籍や定期刊行物等への、依頼による執筆、ま

たはレビューを伴う論文の投稿注４、５） 
１件あたり１８ 

3. 上記 1.項の会合への論文の発表、または論文等の提出注４） １件あたり１２ 

4. 上記 1.項の会合への出席注６） １時間注３）あたり１ 

5. 
外部団体および外部企業注７）に対する、溶接および関連する技術注１）に関するコン

サルタント活動。但し、業務の一環として行っている内容は除く。 
１時間注３、８）あたり１ 

6. 

その他、溶接および関連する技術注１）への社会貢献または第３者への貢献、ならび

に自己研鑽に寄与したと自他ともに認められる活動で、いずれも第３者による証

明が可能な活動。溶接および関連する技術に関する外部団体等からの表彰、規格

化・標準化への貢献あるいは学・協会等への貢献等。 

別に定める注９） 

 
注１） 溶接および関連する技術とは、溶接管理技術者に要求される技術分野に限定される。 

注２） 該当する例は、溶接管理技術者研修会、非破壊検査事業者（CIW）研修会。該当しない例は、勤務先で実施されたもの、

建築鉄骨ロボット溶接オペレータ関係、溶接技能関連（検定立合、実技指導、講習）等 

注３） 正味 50分を 1時間としてカウントして良い 

注４） 著作物、論文等が共著の場合、および、特許や表彰が複数名による場合、少なくとも 10％の貢献を要する。 

注５） レビューを伴わない論文の投稿、あるいは自主投稿による場合は第 3項のポイントが適用される。 

注６） 溶接管理技術者研修会の受講者は除く。 

注７） グループ企業は除く。 

注８） 調査・準備等の時間を含めることができるが、旅行・移動等の時間を含めることはできない。 

注９） 再認証小委員会が内容の妥当性評価を行い、必要により証明書類等の提出を求め、ポイントを決定し、総合評価する。社

会的貢献には、溶接界に有益な特許の成立も含まれる。また、再認証審査 特別級筆記試験におけるレポート（小論文形式）

で特に優れたものは、後日特別に推薦を受けて、日本溶接協会 WE-COM へ掲載される場合があるが、この場合、次回再

認証審査時に 36ポイントが与えられる。 
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